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長
野
県
内
初
の
公
立
中

高
一
貫
校
と
し
て
、
平
成

24
年
に
開
設
さ
れ
た
屋
代

高
校
附
属
中
学
校
は
、
本

年
３
月
に
初
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
た
。
内
外
か
ら

注
目
さ
れ
続
け
た
生
徒
達

た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
６

年
間
を
送
っ
た
の
か
、
先

生
と
生
徒
の
両
方
か
ら
そ

の
意
識
を
探
っ
て
み
た
。

ご
回
答
頂
い
た
先
生
・
生
徒
〈
敬
称
略
：
あ
い
う
え
お
順
〉

【
先
生
側
】

　

�

石
井
寛
子�

（
理
科
、
現
・
柳
町
中
）�

提
坂
高
廣�

（
キ
ャ
リ
ア
教
育
主
任
）�

本
郷
由
美�

（
一
貫
生
の
高
２
・
３
担
任
）�

山
辺
和
徳�

（
一
貫
生
の
中
３
・
高
１
・
２
・
３
担
任
）�

山
本
臣
也�

（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
顧
問
）

【
生
徒
側
】

　

�

赤
井
志
帆�

（
筑
波
大
・
人
間
学
類
）�

岩
井
太
平�

（
東
京
学
芸
大
）�

小
林
穂
乃
可�

（
東
京
大
学
理
科
Ⅱ
類
）�

塚
田
龍
虎�

（
東
京
大
学
文
科
Ⅰ
類
）�

濱
田
悠
貴�

（
東
北
大
学
歯
学
部
）�

武
藤
優
奈�

（
３
年
生
・
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
）�

谷
保
梓
樹�

（
２
年
生
・
野
球
班
）

「中・高一貫教育」を検証する
by 先生・生徒

一貫教育の
理念等 先生の検証 生徒の視点

学習の一貫
性、継続性

・中学・高校の先生との相互連携による授
業は、６年間スパンでの学力増進に繋が
る。「中学でのあの学びが、高校のここに
繋がった」という感想を聞いた。（山辺）

・「もっと大学受験を意識したカリキュラム
でも良い」も「屋代を選んで正解だった」
も、どちらも現状を的確に表している。
一貫生・選抜生の両方から満足してもら
える学校が理想。（提坂）

・高校での学習を見通して、より詳しく学
習すべき所、もう一度見直すべきところ
等、教材研究を中・高で共有できた。（石井）

・中学生の頃から高校の内容を学習したり、高校生では
教科書だけではなく発展的な内容を扱ったり、表面
的な理解にとどまらない深い学習ができ、６年間の
一貫教育ならではの強みだと思う。また、６年間ク
ラスは変わっても同じメンバーと過ごすことで、互
いに切磋琢磨しつつ、いい刺激を与え合うことがで
き、受験期に大いにプラスの影響を及ぼしました。
（岩井）
・素晴らしい先生が揃っていて「活用」させていただ
き、最高の環境で学習できた。（小林）

・もっと大学受験を意識したカリキュラムでも良い。
（塚田＝６月６日の「信毎」紙上）

高校入試の
ないこと

・中３の３月、ニュージーランド研修は、
視野を広げ、自らを見つめる好機となっ
た。（山辺）

・中３後期は高校生との班活動や語学研修
等、幅広い知識・経験を積めた。（石井）

・一日１冊の膨大な読書経験が知識を蓄え
人間形成に資するものがあった。（山辺）

・高校入試のない分、この期間に自分の頭で考える授業
をしていただいた。（塚田＝３月18日「同窓会シンポ
ジウム」で）

・高校入試の時期も、班活動や自分のやりたいことを全
力で取り組めた。（濱田）

クラブ活動
について

・中３の10月に「仮入班」して、高校の班
活動に参加することから、体力的・競技
力的に、伸びる時期に活動することで、
高１新人戦では高いレベルに達する。（山
本）

・ハンド班の中学からの継続率は100％で
「ハンドが楽しい」中学時代から頂点を目
指す生徒が増えた。（山本）

・最大５年も違う先輩・後輩たちと学校行事や班活動で
関わるという体験ができた。（濱田）

・中学の班活を引退後、ブランクなく高校の練習に参加
できたことが、今の基礎になっている。高３では辛
いことが多かったが、最後にインターハイへの切符
をつかめた。（武藤）

・大好きな野球班が附属中になかったので、ハンドボー
ルをやったため、現在の野球班には遠回りだったが、
ハンドボールを通して大きく成長できた。人生にお
ける選択に間違いはないと実感している。（谷保）

・班活動、生徒会活動に追われる日々は辛かったが、結
局それが一番充実している証拠だと分かった。（小林）

生徒会活動
について

・中学校生徒会の立ち上げ、高校生徒会の
役員に立候補する後輩との討論等を通し
て、自発性・意欲性に富む校風を樹立で
きた。（山辺）

・最もこの学校でよかった、と思えることは、中・高生
同士の関わり。中学生のときは、部活動や生徒会で
高校生と交流して、文化祭にも参加して貴重な体験
ができた。高校生としては、中学生のことまで考え
て生徒会などを運営することで心の面でも成長する
ことができた。（赤井）

普通科・理
数科・一貫
生、３様の
学校文化

・クラスマッチ、鳩祭ではクラスに関係な
く一緒に応援したり、良きライバルとし
て競いあったり、とにかく全クラス、仲
の良い一貫生だった。（本郷）

・大学受験では共通の目標に向って団体で
切磋琢磨している姿が印象的。（本郷）

・最高の仲間たちと出会い、互いに高め合うことができ
る仲になれたことが最も良かったこと。（濱田）

・勉強熱心で、個性的な仲間と出会えた。中学受験をし
て屋代に入って良かった（塚田＝６月６日信毎紙上）

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

第32代屋代高校・附属中学校長
髙 澤 邦 明 先生

小布施町のご出身、千葉大学
で、生態学・都市計画学・環境
教育学を学ばれる。下伊那農業
高を振出しに県教員になられ、
前任の野沢北高では「普通科課
題探究」を設定されるなど理数
科の活性化にご尽力された。
（「屋代高の質にはとても追いつ
きませんでしたが」との補注）。

○�

着
任
さ
れ
て
早
３
カ
月
、
ご
感
想

等
い
か
が
で
し
ょ
う
か
―

　

屋
代
高
校
は
、
中
高
一
貫
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
、
理
数
科
と
普
通
科
が
設
置
さ
れ

た
、
現
在
県
下
で
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
高
校
で
す
。
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

班
、
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
班
等
ク
ラ

ブ
活
動
も
盛
ん
な
高
校
で
、
ま
さ
に

校
是
「
質
実
剛
健
」「
文
武
両
道
」

の
伝
統
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
高

校
で
す
。
こ
の
屋
代
高
校
の
校
長
と

し
て
着
任
し
、
そ
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

○�

教
職
を
選
択
さ
れ
た
の
は
、
高
校

時
代
の
生
物
先
生
の
影
響
と
お
聞

き
し
ま
し
た
―

　

高
校
時
代
の
担
任
は
、
生
物
の
黒

岩
喜
久
雄
先
生
で
す
。
バ
ラ
の
栽
培

で
有
名
な
方
で
、
中
野
市
の
一
本
木

バ
ラ
公
園
も
黒
岩
先
生
の
育
て
ら
れ

た
バ
ラ
が
す
べ
て
寄
付
さ
れ
た
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

○�

黒
岩
先
生
は
ど
ん
な
先
生
で
し
た

か
。

　

授
業
は
い
わ
ゆ
る
教
科
書
は
使
わ

ず
、
先
生
ご
自
身
が
作
成
し
た
プ
リ

ン
ト
集
が
“
教
科
書
＂
と
し
て
使
わ

れ
ま
し
た
。
“
教
科
書
＂
は
持
っ
て

き
ま
せ
ん
が
、
全
て
が
頭
に
入
っ
て

い
る
の
で
す
。あ
る
時
、ち
ょ
っ
と
意

地
悪
を
し
た
く
な
っ
た
私
は
、
別
の

単
元
を
し
っ
か
り
予
習
し
て
意
地
悪

い
質
問
を
し
て
み
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
黒
岩
先
生
は
完
璧
に
質
問
へ

の
解
答
を
さ
れ
て
、そ
の
上「
で
は
こ

こ
に
つ
い
て
、
高
澤
は
ど
う
考
え
る

の
？
」
と
逆
に
関
連
事
項
を
出
題
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
何
度
も
同
じ

挑
戦
を
し
ま
し
た
が
、駄
目
で
し
た
。

○�

こ
れ
ま
の
勤
務
校
で
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
指
導
に
も
情
熱
を
注
が
れ
た

そ
う
で
す
が
―

　

初
任
の
下
伊
那
農
業
高
校
で
は
ラ

グ
ビ
ー
が
盛
ん
な
学
校
で
し
た
し
、

以
降
高
校
時
代
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー
を

中
心
に
、
生
徒
達
と
切
磋
琢
磨
し
ま

し
た
。母
校
須
坂
高
校
で
は
、北
信
で

優
勝
、
県
ベ
ス
ト
８
が
最
高
の
思
い

出
で
す
。北
信
で
の
勤
務
時
代
に
は
、

ス
キ
ー
の
１
級
も
取
得
し
ま
し
た
。

○�

屋
代
の
生
徒
達
に
期
待
す
る
こ
と

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
―

　

ま
ず
、
考
え
方
や
プ
ロ
セ
ス
を
大

事
に
し
た
学
び
を
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
正
解
を
早
く
導
き
た
い
意

識
や
、結
果（
成
果
）を
気
に
す
る
（
失

敗
を
恐
れ
る
）
意
識
が
あ
る
と
、
学

び
（
学
習
や
探
究
活
動
）
が
小
さ
く

ま
と
ま
り
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
、
課
題
探
究
な
ど
の
学
び
に
お
い

て
は
、「
も
っ
と
追
求
し
て
」、「
失

敗
を
恐
れ
ず
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」
こ
と
を
願
い
ま
す
。
う
ま
く
結

果
が
出
な
く
て
も
「
な
ぜ
、
そ
う

な
っ
た
の
か
」
を
考
察
し
、
次
の
探

究
活
動
に
繋
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
に
仲
間
と
の
「
熟
議
」
で
す
。

大
学
入
試
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
知
識

の
積
み
重
ね
だ
け
で
な
く
、「
考
え

方
・
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
」
問
題
で

あ
っ
た
り
、「
知
識
を
基
に
し
て
自

分
の
考
え
方
を
述
べ
る
」
問
題
が
盛

ん
に
出
題
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
相

手
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
考
え
方

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。
少
し
の
時
間

で
良
い
の
で
、
仲
間
と
意
見
交
換

（
熟
議
）
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

○�

学
校
の
課
題
等
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
す
か
―

　

授
業
の
見
直
し
で
「
旧
来
型
の
講

義
一
辺
倒
な
授
業
に
な
っ
て
い
な
い

か
」
と
い
う
こ
と
。
具
体
的
に
は
、

①
授
業
時
間
の
20
％
（
約
10
分
）
で

良
い
の
で
、
生
徒
同
士
が
討
議
し
た

り
教
え
あ
っ
た
り
す
る
活
動
を
通
し

て
、
頭
の
中
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
す
る

時
間
を
毎
時
間
確
保
す
る
。
②
授
業

の
開
始
時
に
本
日
の
目
標
、
流
れ
等

を
示
す
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

を
進
め
る
。
③
授
業
の
終
わ
り
５
分

程
度
で
、
授
業
の
振
り
返
り
を
行

う
。
短
文
２
文
に
ま
と
め
、
接
続
詞

で
２
文
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
論
理
力

の
育
成
目
指
す
、
等
々
で
す
。

　

ま
た
、
課
題
の
質
が
屋
代
高
校

生
・
附
属
中
学
生
に
適
し
て
い
る
か

を
絶
え
ず
確
認
し
な
が
ら
、
与
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
英
数
国
の

各
教
科
に
は
課
題
の
質
を
、
各
学
年

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
担
当
者
に
は
量
の

調
節
を
依
頼
し
て
あ
り
ま
す
。
生
徒

の
心
の
不
調
へ
の
対
応
も
課
題
で

す
。
生
徒
相
談
係
・
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
養
護
教
諭
、
こ
の

三
者
の
連
携
を
図
り
支
援
グ
ル
ー
プ

が
、
組
織
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
し

た
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
私
が
小
学
１
、２

年
の
時
の
担
任
の
先
生
が
「
⼆

分
の
一
成
人
式
」
で
お
っ

し
ゃ
っ
た
⾔
葉
で
す
。
こ
の
時

以
来
私
は
こ
の
⾔
葉
を
常
に
頭

の
⽚
隅
に
置
い
て
９
年
間
過
ご

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
中
で
も
私
の
中
学
時

代
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
だ
中
学
校
に
入
学
し
た
頃
、

国
語
に
対
し
て
強
い
苦
手
意
識

を
持
っ
て
い
た
私
は
危
機
感
を

感
じ
、
思
い
切
っ
て
国
語
の
先

生
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
先
生
は
、
教
科
担

任
の
先
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
親
身
に
な
っ
て
話
を

聞
い
て
く
だ
さ
り
、
毎
日
1
枚

の
読
解
プ
リ
ン
ト
の
個
人
添
削

も
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
中
学

３
年
間
毎
日
続
け
た
結
果
、

徐
々
に
国
語
の
実
力
が
身
に
つ

い
て
い
き
、
最
終
的
に
、
大
学

入
試
で
は
点
稼
ぎ
の
科
目
と
な

る
程
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

授
業
に
集
中
し
、
課
題
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
は
常
に
心
が
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
続
け
て
き
た
こ
と

は
同
じ
く
ら
い
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
に
私
の
糧
と
な
り
ま
し

た
。
屋
代
高
校
・
附
属
中
学
校

に
は
素
晴
ら
し
い
先
生
方
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
積
極
的

に
先
生
の
と
こ
ろ
へ
行
き
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
コ
ツ
コ
ツ

と
積
み
重
ね
て
苦
手
科
目
の
克

服
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
最
高
の

環
境
が
整
っ
て
い
る
の
に
、
そ

れ
を
活
⽤
し
な
い
の
は
も
っ
た

い
な
い
で
す
。

　

班
活
動
あ
る
い
は
生
徒
会
活

動
に
も
没
頭
し
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
ら
の
活
動
と
勉
強
と
に
追
わ

れ
る
日
々
は
時
に
は
⾟
く
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

結
局
そ
れ
が
一
番
充
実
し
て
い

る
も
の
で
す
。◆

　

大
学
の
方
は
、
授
業
は
レ
ベ

ル
も
高
く
進
み
も
速
い
の
で
、

空
き
コ
マ
を
中
心
に
授
業
内
容

の
確
認
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
自
由
時
間
が
増
え
た
と

は
い
え
、
一
人
暮
ら
し
で
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多

い
の
で
、
勉
強
、
サ
ー
ク
ル
、

一
人
暮
ら
し
の
両
立
は
か
な
り

忙
し
く
、
平
日
の
帰
宅
後
は
あ

ま
り
勉
強
時
間
が
確
保
で
き
ま

せ
ん
。
休
日
に
は
、
課
題
を
最

優
先
に
し
て
や
っ
て
い
ま
す

が
、
気
分
転
換
に
外
出
し
た
り

テ
レ
ビ
を
見
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
の
中
学
・

高
校
生
活
が
実
り
あ
る
も
の
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
私
の
附
属
中
時
代
」
は
、
過
去
６

回
に
わ
た
り
他
校
出
身
者
に
ご
寄

稿
い
た
だ
い
て
参
り
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
屋
高
先
輩
に
移
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
皆
様
に
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

谷
野
静
絵（
桜
蔭
中
）、國
枝
香
南
子

（
白
百
合
学
園
中
）、後
藤　
尚
（
開

成
中
）、国
枝
昌
樹（
栄
光
学
園
中
）、

増
渕
岳
稀
（
武
蔵
中
）、
渡
邉
太
稀

（
武
蔵
中
）

連
載
・
私
の
附
属
中
時
代
（
そ
の
七
）

「
⼀
歩
⼀
歩
」

東
京
大
学
理
科
Ⅱ
類

�

小　

林　

穂
乃
可
さ
ん
（
平
成
30
年
３
月
卒
）

平成24年篠ノ井西小学校か
ら第一期生として入学、吹
奏楽班（クラリネット）で、
中３県吹奏楽・北信Bで銀賞。
高校進学当初は、医学部志
望であったが、ＳＳＨ講座
で講師の先生から聞いた言
葉：「これからの化学の分
野の可能性とその応用力の
広さ」に感動して理学部志
望となる。

鳩祭中の登校風景　提供：宮田雄先生
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人

平
成
30
年
度
ス
タ
ー
ト

附
属
中
学
校�

�

担
任
先
生
の
紹
介

①
こ
れ
ま
で
の
勤
務
校　

②
大
学

で
の
専
門
分
野　

③
ご
趣
味
等　

④
着
任
所
感　

⑤
附
属
中
学
生
へ

の
期
待

１
年
Ａ
組　

�

　
岡
庭
　
亜
澄
先
生

①�

高
森
中
―
櫻
ヶ
丘
中　

②
英
文
学

③�

旅
行
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
コ
ン

サ
ー
ト
、
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム

④�

鳩
祭
な
ど
中
高
合
同
で
行
う

行
事
が
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

⑤�

色
々
な
こ
と
に
感
動
し
て
吸

収
で
き
る
時
期
だ
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
様
々
な
こ
と
を
体
験

し
て
、
広
い
視
野
を
持
て
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

と
は
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
!!

１
年
Ｂ
組

�

　
木
舩
　
泰
幸
先
生

①�

岡
谷
南
部
中
―
伊
那
東
部
中

―
信
州
大
学
附
属
松
本
中

②
分
析
化
学

③
旅
行
、
映
画
鑑
賞

④�

中
学
生
と
高
校
生
が
同
じ
校

舎
を
歩
い
て
い
る
こ
と
が
、

不
思
議
な
気
持
ち
で
し
た
。

⑤�

頭
だ
け
で
考
え
ず
、
実
際
に

行
動
に
移
し
て
多
く
の
体
験

を
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
年
Ａ
組

�

吉
田
　
朋
史
先
生

①�

飯
綱
中
―
北
部
中
―
清
水
中

―
天
龍
中
―
上
田
第
四
中
―

木
島
平
中　

②
数
学
（
位
相

幾
何
学
）　

③
写
真

④�

伝
統
あ
る
学
校
に
着
任
し
、

気
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

⑤�

手
を
動
か
し
、体
を
動
か
し
、

汗
を
か
こ
う
。
ま
ず
は
何
で

も
や
っ
て
み
よ
う
。

３
年
Ｂ
組

�

三
石
　
達
也
先
生

①
屋
代
南
高

②�

⾔
語
学
。
第
⼆
⾔
語
習
得
で

す
。
文
学
も
少
し
や
っ
て
い

ま
し
た
。ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー

ソ
ン
の
研
究
を
少
し
し
て
い

ま
し
た
。

③�

キ
ャ
ン
プ
、
登
山
な
ど
ア
ウ

ト
ド
ア
全
般
が
好
き
で
す
。

平
成
21
年
以
来
の
過
去
９
年
間
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
５
回
（
団
体
１
、
個
人

４
回
）、選
抜
大
会
出
場
１
回（
男
、女
）の

輝
か
し
い
伝
統
を
誇
る
剣
道
班
の
新
し

い
顧
問
に
、
今
春
長
野
高
か
ら
佐
藤
勉

先
生
が
就
任
さ
れ
た
。
佐
藤
先
生
は
、

前
任
の
長
野
高
校
時
代
か
ら
県
下
で
は

著
名
な
指
導
者
で
あ
ら
れ
る
。

○�　

前
任
の
長
野
高
で
も
剣
道

班
を
指
導
さ
れ
て
ま
し
た
か
。

　
８
年
間
の
う
ち
、
剣
道
班
と
野

球
班
顧
問
の
掛
け
持
ち
で
し
た
。

○�　

先
生
の
剣
道
歴
を
教
え
て

下
さ
い
。

　

新
潟
県
糸
魚
川
市
出
身
で
、

小
学
校
１
年
か
ら
剣
道
を
始
め

ま
し
た
。
現
在
錬
士
６
段
、
７

段
を
目
指
し
て
修
行
中
で
す
。

長
野
県
に
は
、
信
州
大
学（
理
学

部
）に
入
学
以
来
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
、
大
学
で
も
剣
道
部
で

し
た
。
屋
代
高
校
剣
道
班
出
身

の
中
山
和
巳
君
（
千
曲
市
立
五

加
小
教
頭
）
や
宮
崎
史
子
さ
ん

（
埴
生
中
教
諭
）ら
の
個
性
豊
か

な
同
期
生
・
先
輩
に
恵
ま
れ
、

充
実
し
た
大
学
時
代
を
過
ご
し

ま
し
た
。

○�　

ご
専
門
教
科
に
つ
い
て

　

数
学
が
専
門
で
、
教
職
経
験

は
30
年
。
生
徒
達
の
真
剣
に
取

り
組
む
姿
勢
に
対
し
て
、
充
実

し
た
授
業
に
な
る
よ
う
に
、日
々

試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
。
着
任

し
て
３
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

生
徒
の
皆
さ
ん
は
授
業
で
も
ク

ラ
ブ
活
動
で
も
真
面
目
に
一
生

懸
命
取
り
組
む
生
徒
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
た
ち

の
努
力
が
結
果
と
し
て
あ
ら
わ

れ
る
よ
う
に
、
一
緒
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○�　

６
月
の
高
校
総
体
県
予
選

の
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
。

　

男
子
団
体
戦
で
ベ
ス
ト
８
を

か
け
て
上
田
と
戦
い
、
大
将
戦

で
２
－
３
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、

持
っ
て
い
る
力
は
充
分
に
出
し

切
れ
た
と
思
い
ま
す
。生
徒
達
は

素
晴
ら
し
い
試
合
を
し
て
く
れ
、

全
て
前
任
者
前
嶋
功
先
生
の
ご

80歳にして次々とヒット作を執筆する
経営コンサルタント

児　島　保　彦 氏

高校第８回のご卒業、昭和36年早稲田大学
商学部を卒業後、大阪セメントに入社。
取締役セメント営業部長、常務取締役を経
て、オーシー建材工業（株）代表取締役社長。
退任後65歳で経営コンサルタントを開業。
『儲かる会社は人が１割、仕組みが９割』
（ダイヤモンド社・2017年）はアマゾンの
実務書部門で出版部数で第１位を獲得、そ
のほか『当たり前から始めてみよう！プラ
ス思考の社長学』（2005年）、『絶対黒字化
できる仕組み』（2018年）などがある。

○�

80
歳
に
し
て
出
版
部
数
第
１
位

を
獲
得
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
―

　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

独
立
し
て
15
年
、
本
年
満
80
歳
に

な
り
ま
す
。
１
０
０
歳
時
代
を
迎

え
て
、
人
は
ど
う
の
よ
う
に
生
き

る
べ
き
か
、
私
は
人
生
を
２
度
生

き
る
こ
と
に
挑
戦
中
で
す
。『
儲

か
る
会
社
は
人
が
１
割
、
仕
組
み

が
９
割
』
は
、
海
外
で
も
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
台
湾
で
は
翻

訳
本
も
出
版
に
な
り
ま
し
た
。

○�

大
学
卒
業
後
の
就
職
先
が
、
な

ぜ
「
大
阪
セ
メ
ン
ト
」
だ
っ
た

の
で
す
か
―

　

同
郷
屋
代
町
の
先
輩
に
相
沢
武

雄
氏
（
中
学
４
回
）
が
お
り
、
当

時
、
県
の
企
業
局
長
と
し
て
ご
活

躍
で
、
私
に
も
こ
の
会
社
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
は
ア

メ
リ
カ
の
市
場
活
動
が
マ
ー
ケ
ッ

テ
イ
ン
グ
（m

arketing

）
と
し

て
日
本
市
場
に
も
入
り
始
め
た

頃
、
高
度
成
長
期
の
始
ま
り
で
、

何
も
し
な
く
て
も
次
々
と
注
文
が

き
て
、
物
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

で
す
か
ら
社
内
の
雰
囲
気
も
の
ん

び
り
し
て
い
た
時
代
で
す
。

○�

児
島
さ
ん
は
ど
ん
な
社
員
で
し

た
か
―

　

ど
ん
な
仕
事
で
も
改
善
の
余
地

は
あ
る
も
の
と
考
え
、
向
上
心
を

持
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
昼
間

は
仕
事
を
す
る
傍
ら
、
夜
は
、
産

業
能
率
短
大
に
入
学
し
て
３
年
間

学
び
、「
中
小
企
業
診
断
士
」
の

資
格
を
取
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
か

ら
マ
ー
ケ
ッ
テ
イ
ン
グ
の
面
白
さ

を
教
え
ら
れ
、
企
業
経
営
に
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○�

会
社
経
営
の
基
本
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
―

　

経
営
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て

「
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
で
き
る
会
社
に
す
れ
ば
必
ず
利

益
は
出
る
」
こ
と
を
追
求
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
多
く
の
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
（client

顧
客
）
を
持
ち
、

経
験
を
積
め
ば
積
む
ほ
ど
「
凡

事
」
の
持
っ
て
い
る
力
、「
徹
底
」

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
人
材
に
頼
っ
て
い
る
だ
け
で

は
「
当
た
り
前
の
経
営
」
を
徹
底

す
る
こ
と
は
至
難
で
、
普
通
の
社

員
が
や
る
気
を
出
す
「
仕
掛
け
」

と
「
仕
組
み
」
を
開
発
す
る
こ
と

が
、
経
営
の
基
本
と
し
て
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

戸
上
中
出
、
高
校
第
67
回（
普
通
科
）。剣

道
班
で
活
躍
さ
れ
、
高
校
２
年
生
で
団

体
の
先
鋒
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
。
高
校
１・３
年
に
は
全
国
高
校
選
抜

大
会
出
場
、
３
年
生
で
は
、
全
日
本
都

道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会
に
出
場
。

平
成
28
年
４
月
東
京
大
学
文
科
１
類
に

進
学
。大
学
で
は
運
動
会
応
援
部
に
所
属
。

　

高
校
時
代
は
青
春
だ
っ
た
。
サ

ミ
ュエ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
は
『
青
春
の

詩
』の
中
で
、「
青
春
と
は
、
人
生

の
あ
る
期
間
を
⾔
う
の
で
は
な

く
、
心
の
様
相
を
⾔
う
の
だ
」
と

⾔
っ
て
い
る
が
、
高
校
時
代
と
は

無
条
件
に
青
春
だ
と
私
は
思
う
。

こ
こ
で
青
春
と
は
別
に
色
恋
沙
汰

の
こ
と
を
⾔
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
な
ん
ら
か
の
理
想
に
向
か
って

ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
、
心
を
燃

や
す
そ
の
姿
で
あ
る
。
勉
強
に
、

班
活
に
、鳩
祭
に
、研
究
に
打
ち

込
め
る
環
境
が
屋
代
高
校
に
は
あ

る
。ま
だ
大
学
生
で
あ
る
が
、
そ

ん
な
青
春
を
懐
か
し
く
愛
お
し
く

思
う
。
だ
か
ら
そ
の
青
春
を
生
き

る
後
輩
の
み
ん
な
に
は
存
分
に
走
っ

て
欲
し
い
し
、後
悔
を
し
て
欲
し
く

な
い
。私
の
後
悔
も
込
め
て
青
春
の

生
き
方
を
伝
え
た
い
。

　

ま
ず
、時
間
を
大
切
に
し
て
欲

し
い
。私
が
高
校
時
代
に
最
も
後

悔
し
て
い
る
の
は
ス
マ
ホ
に
費
や
し

た
時
間
で
あ
る
。限
ら
れ
た
青
春

の
中
で
傾
倒
す
る
ほ
ど
の
も
の
で

は
な
い
。そ
れ
か
ら
、ス
マ
ホ
の
代
わ

り
に
本
や
新
聞
を
手
に
と
っ
て
欲

し
い
。
一日
10
分
で
も
５
分
で
も
継

続
す
れ
ば
、
き
っ
と
見
え
る
世
界

が
変
わ
っ
て
く
る
。そ
し
て
一
番
伝

え
た
い
の
は
、
何
事
に
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
勉
強
や
練
習
は
、
受
験

や
大
会
で
の
理
想
実
現
ま
で
の
準

備
期
間
で
あ
り
、
高
校
の
日
常
そ

の
も
の
で
あ
る
。
あ
り
ふ
れ
た
日

常
こ
そ
全
力
で
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
理
想
が
叶
っ
て
も
叶
わ
な
く

て
も
、
理
想
に
向
か
っ
て
走
り
続

け
た
軌
跡
が
青
春
の
足
跡
に
な
る

か
ら
。
一
番
後
悔
す
る
の
は
全
力

で
走
ら
な
か
っ
た
時
、
や
り
残
し

た
こ
と
が
あ
る
時
だ
か
ら
。高
校

時
代
は
青
春
で
あ
る
。

　

中
高
一
貫
、
一
期
生
が
新
た
な

旅
立
ち
を
迎
え
、
そ
の
進
路
に
注

目
が
集
ま
る
中
、
こ
れ
ま
で
の
努

力
が
実
を
結
び
、
第
７
期
生
と
し

て
附
属
中
の
門
を
く
ぐ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
満
開
の
桜
に
祝
福

さ
れ
、
期
待
と
不
安
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
入
学
式
か
ら
、
早
い

も
の
で
３
カ
月
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

始
め
は
小
学
校
と
違
っ
た
授
業

ス
タ
イ
ル
に
戸
惑
い
、不
安
に
思
う

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
学
校
に
慣

れ
な
い
緊
張
か
ら
か
、帰
宅
す
る
な

り
制
服
の
ま
ま
寝
て
し
ま
う
息
子
。

そ
ん
な
様
子
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ

た
の
は
、
一
番
の
楽
し
み
だ
っ
た

テ
ニ
ス
班
に
入
班
し
た
頃
で
す
。

　

班
活
動
に
打
ち
込
む
こ
と
で
気

持
ち
に
余
裕
が
生
ま
れ
、
様
子
を

知
り
た
い
親
の
気
持
ち
を
察
し
、

学
校
生
活
や
電
車
通
学
で
の
出
来

事
を
楽
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
高
校

生
と
の
活
動
は
、
毎
回
胸
を
躍
ら

せ
、
成
長
す
る
た
め
の
良
い
刺
激

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
６
年
間
の
中
学
・
高
校
生
活

で
経
験
し
て
い
く
勉
強
や
班
活
動

な
ど
は
、
悩
み
戸
惑
う
時
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
心
優
し
い
先
輩

方
や
信
頼
で
き
る
先
生
方
に
頼
っ

て
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
屋
代
で
の

経
験
は
、
か
け
が
え
の
な
い
素
晴

ら
し
い
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

親
と
し
て
子
ど
も
に
望
む
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
将
来

の
夢
に
少
し
ず
つ
近
づ
け
る
よ
う

に
、
見
守
り
支
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
７
期
生
一
人
一
人

が
、大
き
く
成
長
し
、更
な
る
飛
躍

を
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

The�high�school�baseball�tournament�is�coming�soon,�so�to�celebrate�the�100th�
year�in�Nagano�Prefecture�I’ve�brought�you�an�appropriate�puzzle�to�solve!

Baseball�Team!
Manager Kopitoski watched from the dugout as his baseball team took the field.  It was the 
ninth inning and his boys, the Yashiro Doves, were locked in a 9-9 tie with the Kiso Seiho 
Mountaineers.  Kopitoski studied the nine players he had on the field:
The players were: Simmons, Roe, Blow, Schmoe, Schmidt, Whitt, Kitt, Kent, and Kowalski.
His attention soon became absorbed by the curious fact that his nine players wore on their 
uniforms the numerals 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, and 9.  The more he looked at his players and their 
numbers, the more he understood.  Kopitoski’s observations are given below as hints, from 
which you should be able to deduce who played which position, wearing which number.
1. The outfielders’ names rhymed.
2. The outfielders’ numbers, from left field around to right, increased and were consecutive.
3. The names of the catcher, third baseman, and left fielder all began with the same letter.
4. The numbers of the catcher, first baseman, and right fielder had no curves in them.
5. The man with the longest name had the highest number.
6.  The sum of the outfielders’ numbers equaled the sum of the infielders’ numbers (pitcher 

and catcher not being considered infielders).
7.  The number of letters in the pitcher’s and catcher’s names, 

added together, was equal to the sum of their uniform 
numbers.

8.  The four infielders, reading from first base around to 
third, were positioned alphabetically.

9.  The second baseman’s number was half the number of 
letters in the center fielder’s name.
→�Answers�must�be�in�a�list�format�from�#1�to�#9.�→�Must�have�
their�name�and�position.�→�Must�be�in�English�alphabet.��
→�Spelling�is�important!

【編集部註】
The three best answers will be rewarded with a 10,000 yen book card each in solving the above 
puzzle. The dead line will be Aug.17. Both junior and senior high school students can apply. 
Please visit the alumni office with your answer, or use the post box at the entrance. (The office 
hour is from 1:30 p.m.to 5:30 p.m.）

　

附
属
中
学
校
の
開
設
あ
た
り

創
刊
し
た
「
ユ
ー
ス
版
」
が
第

７
号
を
迎
え
ま
し
た
。
お
忙
し

い
折
、
玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
し
た
関
係
皆
様
に
は
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
取
材
に
つ
い
て
は
、「
鳩

が
丘
新
聞
」
班
員
（
以
下
の
皆

様
、
◎
班
長
、
○
副
班
長
）
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
年　

�

◎
坂
口
慎
太
朗
、
廣
間

菜
月
、原
直
希
、○
千
野

瑞
季

２
年　

�

半
田
実
乃
理
、
砂
押
な

つ
美
、
原
田
航

１
年　

�

坂
井
日
佳
理
、
春
原
衣

沙
希
、
丸
石
千
楓
悠
、

中
澤
知
香
、
花
輪
洋
弥

　

附
属
中
・
高
校
生
を
問
わ
ず

「
鳩
が
丘
新
聞
」
の
編
集
に
興

味
あ
る
方
の
入
班
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。（
国
語
科
・
吉
沢
道

夫
生
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

◇
編
集
後
記
◇

青
春
を
生
き
る
…
…
剣
道
班
の
後
輩
諸
君
に

�

東
京
大
学
法
学
部
３
年　

宮
下
　
達
朗

附
属
中
に
入
学
し
て
願
う
こ
と

�

１
年
Ａ
組
学
級
会
長　

割
田
　
留
美
（
上
田
市
立
川
辺
小
か
ら
）

コピトスキー先生の懸賞パズル
� Mr.�Kopitoski’s�Puzzle

指
導
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
新
人
戦
、
来

年
の
総
体
に
向
け
戦
う
姿
勢
を

前
面
に
出
し
た
躍
動
感
の
あ
る
、

見
て
い
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

試
合
を
行
え
る
よ
う
、
稽
古
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
、
剣
道
班
Ｏ
Ｂ

の
皆
様
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
と
将
棋
が
好
き
で
す
。

④�

皆
さ
ん
、
と
て
も
明
る
く
勉

強
熱
心
な
生
徒
が
多
い
と
感

じ
ま
す
。
仲
間
と
切
磋
琢
磨

で
き
る
素
晴
ら
し
い
環
境
だ

と
思
い
ま
す
。

⑤�

元
気
に
、素
直
に
、前
向
き
に

学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

剣
道
班
の

 
新
し
い
顧
問
に

 
佐
藤
勉
先
生（
数
学
科
）


